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中原淳一は少女雑誌『少女の友』に 1932 年（昭和 7）6





























論が扱う時代と和服の部位の解説を行った。第 1 章 3 節では，
 
 




覚だと言える。第 1 章 4 節では，本論で特別に使用する用語
と，あまり一般的でない和服の用語の説明を行う。 
第 2 章 1 節の絵画におけるリアリティでは，絵画が現実と
比較してどのようなところがデフォルメされているのか，あ
るいは忠実に書かれているのかを検証する。第 2 章 2 節では，
『少女の友』の解説と『少女の友』を選んだ理由を述べる。
第 2 章 2 節 1 項の中原淳一 表紙と口絵と挿絵では，中原の
描く少女の絵を分析し，特徴を述べた。特にカラー印刷され
た 19 枚の表紙絵や口絵などは，絵を描写し資料として巻末
に添付している。第 2 章 2 節 2 項の中原淳一 「女学生服装
帖」では，「女学生服装帖」がどのようなものであるか紹介
する。第 2 章 2 節 3 項の中原淳一 人形では，中原淳一の名
が世間に広まり，『少女の友』の専属画家となるきっかけを
作った人形の分析を行う。また，中原が製作した人形の特徴
と絵と洋服の比較を行う。第 2 章 3 節の着装再現では，着装
再現の目的を述べ，使用したものの解説を行う。第 2 章 4 節
の映画，写真との比較では，1930 年代に上映された映画
「伊豆の踊子」（1933 年（昭和 8）公開）と「金色夜叉」
（1937 年（昭和 12）公開）そして，1930 年代を舞台とし
た映画「放浪記」（1962 年（昭和 37 年）公開）から当時の
服飾や着付けと中原の絵を比較する。また，実際に撮影され
た古写真からも比較する。 
第 3 章 1 節の昭和戦前期の和服では，高橋晴子の『年表 
近代日本の身装文化』（2007）をもとに中原が『少女の
友』に絵を描いていた 1932 年（昭和 7）から 1940 年（昭
和 15）のあいだの和服とプロポーションに関する記事 50 件
を抜き出し，中原の絵との関連を調査し比較する。第 3 章 2
節の中原淳一の“理想の少女”では，中原が執筆した「女学
生服装帖」の分析を行い，中原の言う“理想の少女”とはど
のようなものなのかを探る。第 3 章 3 節の中原の絵のプロポ
ーションでは，中原の絵の少女の頭身指数や人体各部の比例
関係などを割り出し，少女たちはどのような体格で描かれて
いるのかを分析する。第 3 章 4 節の絵と現実の比較では，着
装再現の様子を述べ，そこで得られた結果をもとに襟元の表
情と少女の関係性を述べた。 
第 4 章 1 節の「女学生服装帖」による着付け指導の意味と，
第 4 章 2 節の女学生に求められた和服の身だしなみで考察を
述べた。 
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7）6 月号～1940 年（昭和 15）6 月号 の中で国立国会図
































図 5 着装再現①の様子。「朝がほ」と同じポーズをとったモデル 
 
 










 この調査では，顔つきやしぐさから 10 代後半に見える少



























































・『少女の友』1934 年（昭和 9）第 27 巻 7 号，1934 年（昭和 9）
第 27 巻 8 号，1934 年（昭和 9）第 27 巻 10 号，1934 年（昭和
9）第 27 巻 11 号，1934 年（昭和 9）第 27 巻 12 号，1936 年（昭
和 11）第 29 巻 5 号，1937 年（昭和 12）第 30 巻 1 号，1937 年
（昭和 12）第 30 巻 9 号，1938 年（昭和 13）第 31 巻 5 号，
1939 年（昭和 14）第 32 巻 2 号，1939 年（昭和 14）第 32 巻 3
号，1939 年（昭和 14）第 32 巻 7 号，1939 年（昭和 14）第 32
巻 8 号，1939 年（昭和 14）第 32 巻 9 号，1939 年（昭和 14 年）
第 32 巻 10 号，1939 年（昭和 14）第 32 巻 13 号，1939 年（昭
和 14）第 32 巻 14 号，1940 年（昭和 15）第 33 巻 1 号，1940 年
（昭和 15）第 33 巻 4 号，1940 年（昭和 15）第 33 巻 5 号，








博物館研究報告 10 巻 1 号』（1985）国立民族学博物館  
・大丸弘「現代和服の変貌―その設計と着装技術の方向に関して―」














出力_68004750生活環境学研究4号本文.indd   64 2016/11/01   13:22:47





























7）6 月号～1940 年（昭和 15）6 月号 の中で国立国会図
































図 5 着装再現①の様子。「朝がほ」と同じポーズをとったモデル 
 
 










 この調査では，顔つきやしぐさから 10 代後半に見える少



























































・『少女の友』1934 年（昭和 9）第 27 巻 7 号，1934 年（昭和 9）
第 27 巻 8 号，1934 年（昭和 9）第 27 巻 10 号，1934 年（昭和
9）第 27 巻 11 号，1934 年（昭和 9）第 27 巻 12 号，1936 年（昭
和 11）第 29 巻 5 号，1937 年（昭和 12）第 30 巻 1 号，1937 年
（昭和 12）第 30 巻 9 号，1938 年（昭和 13）第 31 巻 5 号，
1939 年（昭和 14）第 32 巻 2 号，1939 年（昭和 14）第 32 巻 3
号，1939 年（昭和 14）第 32 巻 7 号，1939 年（昭和 14）第 32
巻 8 号，1939 年（昭和 14）第 32 巻 9 号，1939 年（昭和 14 年）
第 32 巻 10 号，1939 年（昭和 14）第 32 巻 13 号，1939 年（昭
和 14）第 32 巻 14 号，1940 年（昭和 15）第 33 巻 1 号，1940 年
（昭和 15）第 33 巻 4 号，1940 年（昭和 15）第 33 巻 5 号，








博物館研究報告 10 巻 1 号』（1985）国立民族学博物館  
・大丸弘「現代和服の変貌―その設計と着装技術の方向に関して―」














出力_68004750生活環境学研究4号本文.indd   65 2016/11/01   13:22:47
